
2024年度 国連食糧農業機関（FAO）インターンシップ募集要項 

 

【FAOインターンシップについて】 

国連食糧農業機関（FAO、本部イタリア・ローマ）は世界の農林水産業の発展と農村開発に

取り組む国連の専門機関です。本学は 2010年に FAOとインターンシップ派遣に関する協定

を締結し、2011年度より同機関の水産局にインターン生派遣を開始しました。2018年度よ

り、同機関のインターンシッププログラム見直しにより、インターンの派遣先が全世界の

オフィスに拡大されました。 

 

【インターンシッププログラム概要】 

派遣先：全世界にある FAOの現地オフィス 

     ※国連の定める派遣可能な安全な地域に限ります。 

業務内容：同機関で行われる調査研究・事務業務等の補佐など 

派遣人数：2～3名程度（年間） 

派遣対象：①大学または大学院正規生（21～30歳、学部 4年生以上が望ましい） 

②FAO 公用語（英語・フランス語・スペイン語・アラビア語・中国語・ロシア

語）のうち少なくとも一つの言語が堪能であること。その他の公用語の素養 

もあれば尚良し。 

※英語であれば TOEIC850点以上または同等の語学力が必要。 

③Word / Excel /PowerPoint を問題なく操作できる者。 

④国際機関での業務遂行に十分な英語コミュニケーション能力および 

異文化・多文化への適応力がある者。 

派遣時期：2024年 8 月頃～2025年 3月 23日の間で随時（各自、派遣先と個別調整） 

派遣期間：3ヶ月以上～4ヶ月程度（ただし、2025年 3月 23日までに帰国すること） 

対象プログラム：https://jobs.fao.org/careersection/fao_external/jobsearch.ftl 

を参照 

 

【学内応募・選考スケジュール】 

応募期限：2024年 5 月 30日（木）17:00 

応募方法：以下の書類を応募期間内に学生課国際交流係（滝子キャンパス・3号館 1階）

に提出してください。 

① 大学所定のエントリーシート（写真添付） 

※インターンシップは高いコミュニケーションレベルと語学力・適応能力を求められ

ています。語学レベルを具体的に記入してください。 

（ex:日常会話レベル、ビジネス会話レベル、英文・メール読み書き可能など） 

② 成績通知書（直近 1年間） 

③ Motivation Letter（英文、A4、1ページ、自力で書いたもの） 

   ④ 名古屋市立大学派遣プログラムに関する誓約書 

学内面接: 2024年 6 月（予定） 

※日本語・英語での面接を予定しています。 



※面接場所・時間については別途メールでお知らせします。 

面接結果: 学内候補者内定の結果については、面接後数日以内にお知らせします。 

FAOへの申請から渡航まで： 

① 対象のプログラムの中から希望のプログラムを選択（リンク集の Jobs at FAO を参

照） 

② 公募書類（申請フォーム、Motivation Letter）をオンラインシステムより提出。 

③ 公募書類を FAO内部で検討後、希望オフィスのマネージャーとの面接（国連公用語で

の面接になります）。 

④ 面接結果により FAOが派遣先を決定。派遣先の詳細などは FAOから直接連絡がある。 

⑤ 派遣先と調整しながら労働契約書、TORの作成を各自で行う。 

※健康診断書（Medical certificate stating that you are in good health and 

fit to work.）や、海外からの送金が可能な銀行口座の登録が求められる。 

⑥ 滞在先などの準備（必要によりビザ申請）を各自で行う。 

⑦ 渡航。 

 

【名市大からの補助】 

渡航にかかる旅費として以下の支援を行います。 

上限額 派遣地域 

80,000 
アジア地域（韓国、中国（香港を含む）、台湾、フィリピン、ベトナム、 

カンボジア、タイ、マレーシア、シンガポール、インドネシア等） 

150,000 上記以外の地域（ヨーロッパ・アフリカ・中南米地域、アメリカ、カナダ等） 

滞在費相当として１か月あたり以下の支援を行います。（上限 3ヶ月分まで） 

 指定都市 甲 乙 丙 

おもな都市 アブダビ ブリュッセル バンコク カイロ 

滞在費 100,000 80,000 70,000 60,000 

・地区の区分は「国家公務員等の旅費に関する法律」（昭和 25年法律第 114号）及び 

「国家公務員等の旅費支給規程」（昭和 25年大蔵省令第 45号）によります。 

・滞在費については 1ヶ月分の金額です。実際の渡航・滞在日数が 3ヶ月未満の場合

は、日割り計算します。 

・途中帰国を余儀なくされた場合には、返納となります。 

 

【注意事項】 

派遣される学生は、「名古屋市立大学危機管理対応マニュアル」に従い、万が一の事故に

備えて、必ず緊急連絡先等の詳細を事務局学生課国際交流係へ提出してもらうほか、渡

航前に滞在中の危機管理等についての説明を行います。 

【問い合わせ先】 

名古屋市立大学国際交流センター（滝子キャンパス 3号館 1階） 

TEL:(052)872-5163 E-mail:ryugaku@sec.nagoya-cu.ac.jp 

tel:(052)872-5163
mailto:ryugaku@sec.nagoya-cu.ac.jp

